
  

 

 

 

 

熱意のあるチームであれば  

大抵のことは達成できる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11月 2日（土）に、文化発表会が行われました。午前の部はテーマを自由に決めて作文をし、その内容を

発表する「弁論大会」、午後の部は各クラスで合唱曲を披露し合う「合唱コンクール」を行いました。 

音楽科の授業を中心に合唱練習がスタートしますが、１週間前からは朝読書の時間や GT後の時間が合唱練

習に変わり、パートリーダーを中心に練習に励みました。はじめは「周りの目」が気になり、みんなの前で歌

うときは「見られていて恥ずかしいなぁ」「自分のことどう思われているかなぁ」と反応ばかりが気になる人も

いたと思います。同じようにみんなの前で話す人たちの中には、行事や授業の時も、自分がどう見られている

のか周りの目を意識してしまうものです。「目立つことが少し悪いこと」と思い込んでいる人に見受けられる心

情です。しかし、日に日に練習を積み重ねていくうちに人から見られることに慣れ、自信をもって大きな声が

出るようになりました。当日は、トップバッターである１年生のクラスからそれぞれのクラス、また各学年合

唱までどの合唱も本当に素晴らしく、見ていて、聴いていて心が動かされました。 

 また、「生徒会中央委員選挙」が１２月に行われます。社中学校のために堂々と立候補している生徒がいま

す。「出る杭を打たない」そんな集団ができると、誰かが前で発表や活動する時でも、それを支える雰囲気が出

始めます。12月に行われる「義士奉賛駅伝」や「生徒会中央委員選挙」をはじめ、それぞれの目標に向けて、

「よし、やろう！」「頑張ってみよう」と自分自身を高めるためのスタートラインに立っている人たちもいま

す。一歩前に出ようと信念を持ち、何かに対する使命感を持った時に、人は強くなり、大きく成長できます。

最初から強い人はいません。弱いからこそさらに頑張れます。個性や考え、そして誰かのチャレンジを否定せ

ず、むしろ尊重しながら応援できれば、学校やクラスはとても心地よい場所になります。そんな場面を、学校

行事を通してこれからもみられるようにしたいものです。 
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先日、加東市ネットパトロールが実施され、以下の情報の連絡が社中にありました。①インスタグラムや TikTokに投稿

する社中の生徒が増えている。（個人情報が特定できるものも複数あります。）②生徒だけでなく、保護者も子どもの顔が

分かる写真や学校が特定できる格好（制服や体操服姿）をアップしている。（ＳＮＳに載せたものは、

悪意のある第三者にも見られています。）当該生徒につきましては、丁寧な聞き取りと事実確認を行

い、個別に指導・家庭連絡を行いました。また、日ごろから学校に不要物（主にスマホ）を日常的に

学校に持ってきて、校内や登下校中に使用している生徒も一部いることを確認しています。 

デジタル社会の広がりと同時に、多くの生徒は SNSが生活の一部に溶け込んでいる状況です。

スマホ等には、便利なこともたくさんありますが、誤った判断や間違えた使い方をしてしまうことも多

分にあります。上記の 2点や、日ごろのスマホの利用全般に関しては、各家庭で、定期的にご確認と

ご注意をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メリット デメリット 
〈防犯・安全〉 

・ＧＰＳで子どもの居場所を把握できる。 

〈コミュニケーション〉 

・親との連絡や会話ができる。緊急災害時はより重要。 

・友だちとのつながり 

〈多機能性〉 

・電話～通話・電話帳作成と検索の利便性 

・メールやＳＮＳで誰とでもつながる 

・地図やナビ   ・時計 

・カメラ、ビデオでの撮影および自作映像作成 

・カレンダーと手帳⇒スケジュール管理 

・銀行口座～決済・支払い 

・音楽・映画・読書・料理ほか多数 

・ゲーム 

 

・情報収集 

 

・ＳＮＳで写真を発信した場合に位置情報が含まれる

可能性から犯罪にまきこまれる危険 

 

・いじめ（被害・加害）、学校生活への影響 

 

 

・犯罪に巻き込まれる可能性 

 ・進路、高校での停学・退学、就職、その他今後の 

  様々な場面に影響するリスクが出てくる 

 

・情報流出 ⇒ 口座の乗っ取り 

 

・依存症、学習の妨げ、課金や高額請求 

・生活の乱れ ⇒ 昼夜逆転 ⇒ 不登校 

・偽情報 

スマホ利用の実態    ～ 溺れるのではなく  使いこなそう ～ 

寒さを感じ始めるこの季節は、欠席や遅刻・早退が増えはじめる時期です。風邪やインフルエンザなど体調

を崩しての欠席が増えるのも一因ですが、これまで一生懸命がんばってきた人がちょっと疲れて・・・という

場合もあるようです。心のしんどさが、腹痛や頭痛、発熱などの体調不良を起こす場合があります。また、本

人が原因を自覚していない場合もよくあります。体のＳＯＳは、早めに病院を受診し治療、休養することが大

切です。同様に、心のＳＯＳにも早く気づいて深みに入り込む前に手当てをすることが大切です。悩みや心配

が小さいうちに気軽に担任等にご相談ください。 

①欠席・遅刻する場合は、８時までに保護者から tetoruで学校へご連絡ください。 

②体調がよくなくて欠席する場合は、早めに病院を受診してください。 

③休んでいる間の様子も十分に見てあげてください。 

④平日、特に休日のスマホ・アプリ等の使用時間に注意し、睡眠時間を確保させてください。 

 

生徒・保護者の皆さまへ  

心
と
か
ら
だ
の 

休
憩
を 


